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１．本年度の研究成果 
たばこ対策について、「健康日本２１」など上位レベルのプログラムについては国

が推進及び評価を担当するものの、下位レベル、特に地方自治体における個別のプロ

ジェクトについては、評価や事例の共有がなされることは少ない。そこで、本研究で

は、地域レベルでの個別プロジェクト事例についての、事例把握、評価、フィードバ

ック及び普及について、分野横断的に検討し、地域におけるタバコ対策を体系化し、

たばこ対策の一層の推進を図ることを目的にする。 
 たばこ対策の事例として、神奈川県における「地域禁煙サポート推進事業」や県内

政令市における地域性に応じたたばこ対策事業について、事例分析を行った。県内で

先進的な禁煙対策を検討する定例（月 1 回）の研究会、保健所管内の地域を巻き込ん

だ禁煙対策の実施状況や全面禁煙レストランのサポート事業、妊産婦の禁煙支援教室

について検証した。 
特定健診に付随させる禁煙支援の重要性を当該保健所長や担当保健師に説明し、各

地での講演を通じてその方法について意識統一をはかった。また、地域における NPO
のこれまでの活動と支援者養成講座の参加者の動向をまとめた。 

IT を使った禁煙支援の成功モデルの KFS（成功要因）等を分析し、ケースモデルと

して記録を残すため、調査、整理を行っている。また、関連して地域における先駆的

なたばこ対策の事例の背景調査も進めている。 

たばこ対策の社会学的側面に関する研究として、参加と合意に基づくたばこ対策の

社会的受け入れ、自発的な参加を高めていくための社会的基盤についての基礎的知見

の収集を行った。たばこのリスク認識の特徴について理論面及び実証面での調査を行

い、近年、注目を集めている二重プロセス理論をリスク認識の理論的なフレームとし

て採用し、これをたばこのリスク認識に適用するための検討を行った。さらに、理論

的な検討をもとにアンケート調査を設計し、大学キャンパスにおける新入生を対象と

したアンケート調査を行い、その検証を行った。 
その他、（1）特に、歯科従事者が関与する対策の事例把握、評価、フィードバック

および普及を目標とした準備、（2）小中学生の喫煙行動において、地域要因が持つ影

響力の強さと同時に、学校生活に対する満足度が生徒の喫煙行動に与える影響の検証、

（3）海外における無煙たばこをめぐる状況についての検討、（4）都道府県別の喫煙

率の把握状況に関する現状と課題の分析、を行った。また、地域における取組事例の

収集については、地方自治体においてたばこ対策を効果的に進めるための実務者への

教育ツールとして、米国 CNI の出版物である「Theory at a Glance: A Guide for 



Health Promotion Practice」の翻訳版「一目でわかるヘルスプロモーション」を作成

した。 
 
２．前年までの研究成果 
 本研究は平成 19 年度より開始した。平成 18 年度循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業「未成年者の喫煙実態状況に関する研究」（主任研究者 林謙治）において

歯学生の高い喫煙率が明らかにされ、その知見をもとに、本研究では、歯科医師の喫

煙や歯科診療における禁煙支援のあり方にも重点を置いている。 
 
３．今後の方向性・予定について 
全国各地の都道府県内の保健所等で実施されているたばこ対策の内容について引

き続き検討を行い、地域における効果的なたばこ対策の在り方をまとめていく。具体

的には、（1）特定健診における受診者への介入やフォローアップ事例、地域の歯科職

種が関与するたばこ対策事例、（2）国立保健医療科学院における研修等で他へ応用可

能なベストプラクティス事例の整理、（3）自治体における喫煙率のモニタリングのた

めの調査方法の開発、（4）社会学的側面として、たばこ対策を推進あるいは阻害する

地域特性の検討、（5）喫煙行動の変容を促すためのリスク・コミュニケーション手法

の設計、（6）大学等を対象とした喫煙行動の変容の社会実験の実施および学生へのア

ンケート調査や行動観察調査などを用いた検証、（7）無煙たばこに関する現状や方向

性についての検討等を継続して実施する。 
 
４．倫理面の配慮 
実態調査の実施等、個人を対象とした調査を実施する場合については、基本的に国

立保健医療科学院あるいは分担研究者の所属機関に事務局を設置し、また個人情報の

取扱いについては一元化しかつ一定の管理下におき、各施設の倫理審査委員会に諮る

ものとした。ほか、自治体等団体への調査についても、問い合わせ、連絡用途以外の

個人情報は要求しないなど配慮した。 
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